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一
　
は
じ
め
に

　

数
年
前
に
、
拙
論
著
者
は
桂
様
切
（
栂
尾
類
切
）
万
葉
集
に
つ
い
て
論
文
を
書

い
た
（「
桂
様
切
（
栂
尾
類
切
）
万
葉
集
の
再
検
討
」（『
万
葉
集
研
究
』
第
三
八
集　

平
成
三
〇
年
）。
そ
の
結
論
は
、従
来
の
認
識
と
は
い
さ
さ
か
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
認
識
と
は
、従
来
こ
の
断
簡
が
、桂
本
万
葉
集
と
姿
形
が
似
て
お
り
（
そ
れ
ゆ
え
、

「
桂
様
切
」
な
ど
の
名
称
が
付
け
ら
れ
て
い
る
）、
平
安
朝
の
万
葉
集
か
ら
切
り
出
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、
相
応
に
古
い
万
葉
集
伝
本
を
元
に
作
ら
れ
て
い
る

で
あ
ろ
う
と
言
う
認
識
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
先
掲
拙
論
で
は
、
同
断
簡
が
、
歌
本

文
、
訓
と
も
仙
覚
校
訂
本
を
元
に
し
て
出
来
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
つ
ま

り
、
同
断
簡
は
、
平
安
朝
風
の
古
い
万
葉
集
断
簡
の
形
を
取
り
な
が
ら
、
鎌
倉
時
代

以
降
に
成
立
し
た
仙
覚
校
訂
本
を
元
に
し
て
作
ら
れ
た
断
簡
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
、
さ
ら
に
一
葉
の
断
簡
な
ら
び
に
模
写
が
発
見

さ
れ
た
。
ま
た
、所
在
不
明
で
あ
っ
た
一
葉
が
、国
文
学
研
究
資
料
館
の
所
有
に
な
っ

た
。
先
掲
拙
論
発
表
当
時
は
、
ま
だ
十
分
に
検
討
が
及
ば
な
か
っ
た
断
簡
も
あ
り
、

ま
た
拙
論
以
降
出
現
し
た
断
簡
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
も
少
な
か
ら
ず
存
す
る
。
さ
ら

に
、
新
た
に
同
断
簡
を
入
手
し
た
国
文
学
研
究
資
料
館
が
、
同
断
簡
を
対
象
と
し
た

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
。
拙
論
は
、
先
掲
拙
論

以
降
に
生
じ
た
同
断
簡
に
つ
い
て
の
様
々
な
情
報
を
ま
と
め
て
、
同
断
簡
の
最
新
事

情
を
解
説
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
　
　
二
　
桂
様
切
一
覧

　

ま
ず
は
、
最
近
ま
で
の
桂
様
切
の
伝
存
状
況
を
一
覧
し
て
お
こ
う
。
な
お
、
そ
れ

ぞ
れ
の
断
簡
の「
輯
影
」と
あ
る
も
の
は
、『
校
本
万
葉
集
』諸
本
輯
影
の
画
像
番
号（
注

1
）、「
図
版
」
と
あ
る
も
の
は
、『
古
筆
学
大
成
』
巻
十
二
（
平
成
二
年
）
の
図
版

番
号
で
あ
る
。
歌
番
号
は
、
旧
国
歌
大
観
番
号
に
よ
る
。

桂
様
切
（
栂
尾
類
切
）
万
葉
集
の
最
新
事
情

田
　
中
　
大
　
士

＊
キ
ー
ワ
ー
ド

　
　
　

桂
様
切
・
栂
尾
類
切
・
題
詞
・
桂
様
切
の
底
本
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巻
七

①
一
一
一
四
～
一
一
一
五　

子
爵
税
所
家
及
某
家
御
所
蔵
品
目
録
（
注
2
）

②
一
一
二
六
本
文
一
部
～
一
一
二
七　

輯
影
49
・
図
版
40

③�

一
二
一
一
～
一
二
一
二　

石
川
武
美
記
念
図
書
館
蔵　

新
増
補
輯
影
24
・
図
版
41

④
一
二
一
四　

林
原
美
術
館
蔵
『
古
筆
臨
模
聚
成
』
模
写

⑤
一
二
一
五
～
一
二
一
六　

国
文
学
研
究
資
料
館
現
蔵　

追
補
輯
影
７

⑥
一
二
一
七
～
一
二
一
八　

東
山
御
文
庫
蔵
御
物
手
鑑　

図
版
42

巻
八

⑦
一
四
二
四
訓
～
一
四
二
六
本
文　

京
都
国
立
博
物
館
蔵
『
藻
塩
草
』　

図
版
43

⑧�

一
四
二
六
訓
～
一
四
二
八
本
文
一
部　

東
京
某
家
蔵
手
鑑
『
藻
塩
草
』
新
増
補
輯

影
25
・
図
版
44

⑨
一
四
三
一
訓
～
一
四
三
三
本
文
一
部　

徳
植
俊
之
氏
蔵

⑩
一
四
三
六
訓
～
一
四
三
八
本
文　

吉
田
氏
外
某
旧
家
所
蔵
品
目
録

⑪
一
四
四
六
本
文
一
部
～
一
四
四
七
訓　

高
岡
市
万
葉
歴
史
館
蔵

⑫
一
四
六
二
～
一
四
六
三　

仙
台
伊
達
家
旧
蔵
古
筆
手
鑑
『
旧
錦
嚢
』　

図
版
45

⑬�

一
五
三
六
訓
～
一
五
三
八
本
文　

古
典
籍
展
観
大
入
札
会
目
録
（
東
京
古
典
会
）

（
令
和
三
年
十
一
月
）

　

な
お
、
一
般
に
画
像
が
閲
覧
で
き
な
い
①
と
⑩
に
つ
い
て
は
、『
古
筆
学
大
成
』

作
成
時
の
画
像
資
料
（
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
旧
蔵
）
を
所
蔵
す
る
慶
應
義

塾
大
学
斯
道
文
庫
の
ご
厚
意
で
閲
覧
し
た
。

　

桂
様
切
は
、
巻
七
、八
の
二
巻
に
わ
た
り
、
模
写
も
含
め
、
一
三
葉
の
断
簡
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
巻
七
が
六
葉
、
巻
八
が
七
葉
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
、『
校
本
万

葉
集
』（
増
補
・
新
増
補
・
追
補
を
含
む
）
と
『
古
筆
学
大
成
』
巻
十
二
（
平
成
二
年
）

に
、
図
版
が
紹
介
さ
れ
、
ま
た
内
容
が
校
合
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
両
書
で
紹

介
さ
れ
て
い
な
い
断
簡
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。

　

④
は
、
林
原
美
術
館
蔵
池
田
家
旧
蔵
の
池
田
光
政
筆
『
古
筆
臨
模
聚
成
』
に
所

収
さ
れ
た
模
写
切
で
あ
る
。
③
と
⑤
の
間
の
一
二
一
三
か
ら
一
二
一
四
の
歌
本

文
、
訓
八
行
分
の
う
ち
の
四
行
分
が
模
写
さ
れ
て
い
る
。
池
田
光
政
（
一
六
〇
九
～

一
六
八
九
）
に
よ
る
模
写
で
あ
る
た
め
、
桂
様
切
が
、
光
政
の
没
年
以
前
に
は
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　

⑤
は
、『
校
本
万
葉
集
』『
古
筆
学
大
成
』
両
書
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
従
来
所

在
不
明
で
あ
っ
た
。
が
、
近
年
国
文
学
研
究
資
料
館
の
所
蔵
に
な
り
、
詳
細
な
調
査

が
可
能
に
な
っ
た
。
本
論
文
も
、
同
館
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
の
一
端
で
あ
る
。

　

⑨
は
、
徳
植
俊
之
氏
（
大
東
文
化
大
学
）
蔵
の
断
簡
で
あ
る
。
氏
の
論
文
「「
栂

尾
類
切
」
考
」（
汲
古
第
七
二
号
平
成
二
九
年
十
二
月
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
断
簡
に
は
、
他
の
断
簡
に
は
見
ら
れ
な
い
歌
よ
り
高
い
題
詞
が
認
め
ら
れ
る
（
後

述
）。



19

　

⑪
は
、
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
蔵
の
断
簡
で
あ
る
。
同
館
の
『
常
設
展
示
と
館
蔵
主

要
古
典
籍
』（
平
成
一
五
年
）
な
ど
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

⑬
は
、
令
和
三
年
一
一
月
の
東
京
古
典
会
に
出
品
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
断

簡
の
出
現
に
よ
っ
て
、
桂
様
切
の
出
典
が
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
後
述
）。

　
　
　
三
　
題
詞
の
高
い
断
簡

　

先
述
の
よ
う
に
、
桂
様
切
は
、
桂
本
万
葉
集
を
ま
ね
、
仙
覚
校
訂
本
系
統
の
伝
本

を
元
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
断
簡
で
あ
る
。
平
仮
名
別
提
訓
、
料
紙
の
鳥
、
植
物
の
装

飾
な
ど
か
ら
そ
れ
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
桂
様
切
は
、
桂
本
が
持
つ
大
き
な
特

徴
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
題
詞
が
歌
よ
り
高
い
と
い
う
特
徴
で
あ
る
。

桂
本
は
、
題
詞
を
歌
よ
り
高
く
書
い
て
い
る
が
、
桂
様
切
は
、
題
詞
は
歌
よ
り
低
い
。

こ
れ
は
大
き
な
違
い
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、先
掲
徳
植
俊
之
「「
栂
尾
類
切
」
考
」

は
、
著
者
自
身
所
蔵
の
桂
様
切
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
の
断
簡
は
、
題
詞
が
歌
よ

り
高
く
書
か
れ
て
い
る
。
第
三
行
の
「
大
伴
坂
上
郎
女
柳
歌
二
首
」
の
部
分
で
あ
る

（
□
）。
つ
ぎ
の
「
吾
背
児
我
‥
」
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
先
掲
拙
論
で
も
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な

意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
今
回
、
先
述
の
国

文
学
研
究
資
料
館
で
の
研
究
会
で
そ
の
事
情
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

そ
の
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
前
に
、
万
葉
集
の
題
詞
の
高
さ
に
つ
い
て
か
い
つ
ま

ん
で
説
明
を
し
て
お
き
た
い
。
題
詞
の
高
低
の
件
は
、
万
葉
集
の
研
究
者
以
外
に
は
、

な
か
な
か
理
解
し
に
く
い
面
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
万
葉
集
の
伝
本
は
、
平
安
時
代

書
写
の
本
も
少
な
か
ら
ず
存
す
る
が
、
そ
の
多
く
は
題
詞
は
歌
よ
り
低
く
書
か
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
後
世
の
和
歌
集
の
詞
書
き
が
歌
よ
り
低
く
書
か
れ
る
の
と
軌
を
一

に
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
万
葉
集
の
現
存
最
古
の
伝
本
桂
本
は
、
題
詞
が
歌
よ
り

高
く
書
か
れ
て
い
る
（
右
図
版
の
▼
）。
こ
の
形
は
、
同
じ
平
安
期
書
写
の
金
砂
子

桂
様
切
巻
八
、一
四
三
一
～
一
四
三
三
（
徳
植
氏
蔵
）

桂
本
巻
四
、五
七
二
（
宮
内
庁
蔵
）

■
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切
と
い
う
断
簡
に
も
見
ら
れ
（
左
図
版
の
★
）、
万
葉
集
の
よ
り
古
い
形
態
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
（
拙
論
「
広
瀬
本
万
葉
集
の
性
格
」
季
刊
「
文
学
」
第
六
巻
第
三
号　

一
九
九
五
年
夏
）。

　

た
だ
し
、
万
葉
集
伝
本
で
題
詞
が
高
い
も
の
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
鎌
倉

時
代
に
万
葉
集
校
訂
を
行
っ
た
仙
覚
は
、
少
な
く
と
も
寛
元
期
（
一
二
四
三
～

一
二
四
六
）、
文
永
期
（
一
二
六
四
～
一
二
七
四
）
の
二
度
校
訂
を
行
っ
て
い
る
が
、

そ
の
後
者
の
文
永
二
、三
年
時
の
校
訂
の
際
に
、
古
い
伝
本
に
習
っ
て
、
自
ら
の
校

訂
本
を
題
詞
を
歌
よ
り
高
く
す
る
と
述
べ
て
い
る
（
文
永
三
年
本
奥
書　

注
３
）。

そ
れ
故
、
仙
覚
文
永
本
系
統
の
伝
本
の
多
く
は
、
題
詞
が
歌
よ
り
高
く
書
か
れ
て
い

る
。
現
在
万
葉
集
伝
本
の
代
表
的
な
存
在
で
あ
る
西
本
願
寺
本
（
文
永
三
年
本
）
も

題
詞
は
歌
よ
り
高
い
（
下
図
版
の
■
）。
し
か
し
、万
葉
集
以
降
の
和
歌
集
の
伝
統
は
、

一
貫
し
て
題
（
詞
書
き
）
を
歌
よ
り
低
く
書
く
習
慣
を
貫
い
て
お
り
、
い
つ
し
か
、

題
詞
が
歌
よ
り
高
い
形
態
は
目
慣
れ
ぬ
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
仙
覚
校
訂
本
を
元
に
作
ら
れ
た
桂
様
切
は
、
桂
本
に
習
い
な
が

ら
、
題
詞
だ
け
は
歌
よ
り
低
く
書
く
よ
う
に
仕
立
て
て
い
た
と
考
え
ら
れ
た
わ
け
だ

が
、
件
の
徳
植
氏
蔵
切
だ
け
は
題
詞
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
桂
様
切
全
体
の
性
格
を

考
え
る
時
、
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
た
。
桂
様
切
が
仙
覚
校
訂
本
成
立
以
降
に
作

ら
れ
た
と
い
う
事
情
が
わ
か
っ
て
し
ま
う
と
、
桂
様
切
を
作
成
す
る
際
、
桂
本
に
合

わ
せ
、
題
詞
を
高
く
す
る
試
み
を
行
っ
た
事
例
も
あ
っ
た
の
で
は
と
い
う
可
能
性
も

考
え
ら
れ
、
一
層
の
混
迷
に
陥
っ
て
い
た
。

　
　
　
四
　
国
文
学
研
究
資
料
館
で
の
研
究
会

　

と
こ
ろ
が
、
令
和
四
年
八
月
九
日
、
国
文
学
研
究
資
料
館
で
あ
る
研
究
会
が
開
か

れ
た
。
担
当
は
同
館
の
海
野
圭
介
氏
。
古
筆
学
の
研
究
者
や
万
葉
集
の
研
究
者
を
招

き
、
同
館
所
蔵
の
高
精
細
の
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
を
使
用
し
て
、
古
筆
切
の
紙
質
、

墨
付
き
の
具
合
な
ど
を
観
察
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
当
日
は
、
そ
の
第
一
弾

金
砂
子
切
巻
十
三
、三
二
三
五
（
某
家
蔵
）

西
本
願
寺
本
巻
四
、五
七
二
（
石
川
武
美
記
念
図
書
館
蔵
）

■
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と
し
て
、
同
館
所
蔵
の
桂
様
切
と
徳
植
氏
所
蔵
の
桂
様
切
を
対
象
と
し
た
観
察
が
行

わ
れ
た
。
桂
様
切
は
、
少
な
い
な
が
ら
も
全
部
で
一
三
葉
現
存
が
知
ら
れ
、
全
国
に

散
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
断
簡
の
実
際
の
判
面
を
熟
視
す
る
機
会
は
少
な
い
。
ま

し
て
、
実
物
を
前
に
、
古
筆
学
の
研
究
者
が
意
見
を
交
わ
す
今
回
の
手
法
は
有
効
で
、

大
き
な
収
穫
を
も
た
ら
し
た
。
ま
ず
、
当
面
の
二
葉
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
現
蔵

が
巻
七
、
徳
植
氏
蔵
切
が
巻
八
と
異
な
っ
た
巻
次
な
が
ら
、
あ
き
ら
か
に
筆
跡
が
一

致
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
折
、
参
加
者
か
ら
の
発
言
で
、
桂
様
切
と

い
わ
れ
る
断
簡
は
す
べ
て
ツ
レ
と
考
え
て
大
丈
夫
か
と
い
う
疑
問
が
あ
が
っ
た
が
、

こ
の
会
の
後
、
拙
論
筆
者
が
改
め
て
、
寸
法
（
わ
か
る
も
の
だ
け
で
あ
る
が
）、
判

面
な
ど
を
確
認
し
た
が
、
ツ
レ
と
し
て
矛
盾
す
る
も
の
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
当
日
の
最
大
の
成
果
は
、
徳
植
氏
蔵
切
の
題
詞
に
つ
い
て
の
発
見
で
あ

ろ
う
。
当
該
断
簡
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
一
つ
だ
け
題
詞
が
歌
よ
り
高
く
な
っ
て
い

る
。
桂
様
切
現
存
一
三
葉
の
う
ち
、
題
詞
が
存
在
す
る
の
は
六
カ
所
。
他
の
五
カ
所

は
題
詞
が
歌
よ
り
低
い
。
桂
様
切
は
、
題
詞
の
高
い
桂
本
を
ま
ね
て
作
ら
れ
て
い
る

わ
け
で
あ
る
か
ら
、
題
詞
が
歌
よ
り
高
く
な
っ
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
が
、
一

箇
所
だ
け
他
の
断
簡
と
題
詞
の
高
さ
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
は
大
き
な
問
題
が
残

る
。
他
の
五
カ
所
の
あ
り
方
か
ら
す
れ
ば
、
桂
様
切
は
、
本
来
題
詞
を
歌
よ
り
も
低

く
書
い
て
い
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
る
に
、
徳
植
氏
蔵
切
一
四
三
二
の
題
詞

は
歌
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

念
の
た
め
言
っ
て
お
け
ば
、
桂
様
切
巻
八
は
、
徳
植
氏
蔵
切
の
前
に
は
⑧
の
切
が

あ
り
、
⑧
か
ら
徳
植
氏
蔵
切
ま
で
が
一
六
行
、
二
葉
分
と
想
定
で
き
る
。
ま
た
、
徳

植
氏
蔵
切
の
あ
と
は
、
⑩
の
切
が
あ
り
、
そ
の
間
は
、
や
は
り
一
六
行
、
二
葉
分
と

想
定
で
き
、
徳
植
氏
蔵
切
の
位
置
に
他
の
切
と
の
矛
盾
は
な
い
。
筆
跡
も
、
先
述
の

よ
う
に
問
題
は
な
い
。
桂
様
切
の
ツ
レ
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

当
日
、
こ
の
徳
植
氏
蔵
切
の
矛
盾
点
を
、
書
誌
的
な
観
点
か
ら
解
決
し
よ
う
と
執

念
を
燃
や
し
て
い
た
の
が
舟
見
一
哉
氏
（
実
践
女
子
大
学
）
で
あ
っ
た
。
一
通
り
、

皆
の
熟
覧
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
一
人
徳
植
氏
蔵
切
の
観
察
を
繰
り
返
し
、
と
う
と
う
、

当
該
の
題
詞
が
、
一
度
切
ら
れ
て
、
貼
り
直
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
見
出
し
た
の
で
あ

る
。
発
見
ま
で
の
詳
細
な
経
緯
と
デ
ジ
タ
ル
顕
微
鏡
に
よ
る
切
り
貼
り
の
証
拠
写
真

は
、
別
途
の
報
告
（
本
『
調
査
研
究
報
告
』
掲
載
の
舟
見
一
哉
他
「
国
文
学
研
究
資

料
館
及
び
橘
樹
文
庫
蔵
栂
尾
類
切（
桂
様
切
）『
万
葉
集
』の
高
精
細
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー

プ
に
よ
る
紙
面
観
察
」）
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
し
て
、
当
該
切
の
題
詞
が
高
い
例
は
、

本
来
歌
よ
り
も
低
く
書
か
れ
て
い
た
題
詞
を
歌
よ
り
高
く
あ
る
よ
う
に
細
工
し
た
結

果
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
は
報
告
し
て
お
く
。
一
般
に
断
簡
に
切
り
貼
り
の
細
工
が
施

さ
れ
た
場
合
、
実
物
を
一
見
す
れ
ば
そ
の
細
工
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か

し
、当
該
断
簡
の
場
合
、き
わ
め
て
精
緻
に
細
工
が
施
さ
れ
、熟
覧
当
初
の
時
点
で
は
、

そ
れ
を
疑
う
者
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
徳
植
氏
蔵
切
の
題
詞
も
、
実
は
歌
よ
り

も
低
く
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
桂
様
切
は
、
本
来
題
詞
が
歌
よ
り
低
く
書

か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
判
明
し
た
。
や
は
り
、
当
初
の
推
定
通
り
、
桂
本
の

題
詞
を
歌
よ
り
高
く
書
く
形
態
は
、
む
し
ろ
不
自
然
と
し
て
、
桂
様
切
の
制
作
者
は

そ
の
形
態
を
忌
避
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
徳
植
氏
蔵
切
に
細
工
を
施
し
た
人

物
は
、
桂
本
に
よ
く
似
た
断
簡
で
あ
る
か
ら
に
は
、
桂
本
同
様
題
詞
が
歌
よ
り
高
く

あ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
に
違
い
な
い
。
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五
　
仙
覚
校
訂
本
諸
本
か
版
本
か

　

先
掲
拙
論
で
は
、
桂
様
切
が
仙
覚
校
訂
本
を
元
に
し
た
こ
と
は
明
ら
か
に
し
え
た

が
、
仙
覚
校
訂
本
に
も
い
く
つ
か
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
存
す
る
。
そ
の
ど
れ
に
属

す
る
も
の
が
元
に
な
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
出
来
な
か
っ
た
。
ち
な

み
に
、
仙
覚
校
訂
本
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　

寛
元
本　
　
　
　
　

神
宮
文
庫
本
・
細
井
本
（
除
巻
四
～
六
）

　
　

文
永
三
年
本　
　
　

西
本
願
寺
本
（
除
巻
十
二
）

　
　

文
永
十
年
本
（
頼
直
本
系
統
）　　
　
　
　

温
故
堂
本
・
陽
明
本

　
　

文
永
十
年
本
（
寂
印
・
成
俊
本
系
統
）　　

大
矢
本
・
近
衛
本
・
京
大
本

　
　

活
字
無
訓
本
（
古
活
字
本
）

　
　

活
字
付
訓
本
（
古
活
字
本
）

　
　

寛
永
版
本　

（
製
版
本
）

　

寛
元
本
は
、
第
一
次
校
訂
本
、
文
永
本
は
そ
れ
以
降
の
校
訂
で
あ
る
。
文
永
十
年

本
は
、
頼
直
本
系
統
と
寂
印
・
成
俊
本
系
統
の
二
系
統
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
中

の
ど
れ
を
元
に
し
て
い
た
か
で
、
桂
様
切
の
出
自
も
成
立
事
情
も
よ
り
明
確
に
出

来
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
掲
拙
論
で
明
ら
か
に
出
来
た
の
は
、
巻
八
、一
四
二
四
～

一
四
二
六
の
歌
順
で
（
⑦
）、
こ
れ
ら
が
、
寛
元
本
・
文
永
三
年
本
・
版
本
類
と
一

致
し
、文
永
十
年
本
と
は
一
致
し
な
い
こ
と
、巻
八
、一
四
二
七
の
第
三
句
（
⑧
）
で
、

寛
元
本
・
文
永
十
年
本
の
一
部
（
大
矢
本
）・
版
本
類
と
一
致
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
っ

た
。
こ
の
二
カ
所
だ
け
か
ら
一
致
す
る
の
は
、
版
本
類
の
活
字
付
訓
本
と
寛
永
版
本

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
い
か
ん
せ
ん
、
あ
ま
り
に
材
料
が
乏
し
く
、
最
終
的
な
判

断
を
見
送
っ
た
。

　

先
掲
拙
論
が
発
表
さ
れ
た
あ
と
に
唯
一
公
表
さ
れ
た
桂
様
切
は
、
東
京
古
典
会
に

出
品
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
⑬
）。
こ
の
断
簡
か
ら
は
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
保

留
し
て
い
た
問
題
に
つ
い
て
の
情
報
が
存
し
て
い
る
。
そ
の
翻
刻
を
示
せ
ば
、
次
の

通
り
で
あ
る
。
画
像
に
つ
い
て
は
、
東
京
古
典
会
の
『
古
典
籍
展
観
大
入
札
会
目
録
』

（
令
和
三
年
一
一
月
）
の
目
録
を
参
照
願
い
た
い
。

　
　

よ
ひ
に
あ
ひ
て
あ
さ
か
ほ
は
つ
る
か
く
れ
の
ゝ

　
　

は
き
は
ち
り
に
き
も
み
ち
は
や
つ
け

　
　
　

山
上
臣
憶
良
詠
秋
野
花
二
首

　
　

秋
野
尓
咲
有
花
乎
指
折
可
伎
数
者
七
種

　
　

花
其
一

　
　

あ
き
の
ゝ
に
さ
き
た
る
は
な
を
て
お
り
て
か

　
　

す
か
そ
ふ
れ
は
な
ゝ
く
さ
の
は
な

　
　

芽
之
花
乎
花
葛
花
瞿
麦
之
花
姫
部
志
又

　

巻
八
の
一
五
三
六
の
訓
か
ら
一
五
三
八
の
本
文
の
途
中
ま
で
の
部
分
で
あ
る
。
こ

の
中
で
、
ま
ず
、
第
三
行
の
題
詞
「
秋
野
花
二
首
」
の
部
分
は
、
大
矢
本
・
京
大
本

と
い
う
文
永
十
年
本
（
寂
印
・
成
俊
本
系
統
）
の
二
本
が
「
秋
野
花
哥
二
首
」
と
な
っ



23

て
お
り
、
桂
様
切
が
文
永
十
年
本
（
寂
印
・
成
俊
本
系
統
）
と
は
一
線
を
画
し
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
五
三
七
の
第
三
句
は
、
桂
様
切
は
「
て
お
り
て
」

と
字
足
ら
ず
に
読
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
版
本
類
で
あ
る
活
字
付
訓
本
、
寛
永
版

本
も
同
じ
字
足
ら
ず
の
訓
で
あ
る
。
こ
の
部
分
、「
テ
ヲ
オ
リ
テ
」
な
ど
と
読
む
他

の
仙
覚
校
訂
本
系
統
と
異
な
る
。
当
該
の
断
簡
か
ら
得
ら
れ
る
証
拠
も
十
分
と
は
い

え
な
い
分
量
で
は
あ
る
が
、
先
掲
拙
論
で
見
出
し
た
証
拠
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
と
一

致
し
、
い
ず
れ
も
活
字
付
訓
本
、
寛
永
版
本
と
合
致
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
仙
覚
校

訂
本
の
系
統
の
中
で
も
、
版
本
類
に
よ
り
近
い
と
い
う
事
に
な
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、

桂
様
切
の
作
成
者
は
、
仙
覚
校
訂
本
の
中
で
も
、
版
本
類
を
使
用
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

桂
様
切
が
、
仙
覚
校
訂
本
を
元
に
し
て
い
る
と
し
て
、
仙
覚
文
永
本
諸
本
で
は
な

く
、
版
本
類
を
元
に
し
て
い
る
こ
と
に
い
か
な
る
意
味
が
あ
る
か
。
ま
ず
は
、
活
字

付
訓
本
、
寛
永
版
本
出
版
時
よ
り
あ
と
に
桂
様
切
が
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
た
だ
、
活
字
付
訓
本
は
、『
校
本
万
葉
集
』（
首
巻
）
な
ど
で
指
摘
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
刊
記
等
が
な
く
、
刊
行
時
期
は
わ
か
ら
な
い
。
古
活
字
版
本
全
般
と

し
て
は
、元
和
・
慶
長
頃
（
一
五
九
六
～
一
六
二
三
年
）
の
刊
行
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
寛
永
版
本
は
、
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
の
刊
記
が
備
わ
っ
て
い
る
。
最

低
限
、
桂
様
切
は
、
江
戸
初
期
以
降
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
言
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
も
う
一
つ
、
こ
れ
ら
版
本
類
を
元
に
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
題
詞
の
高
さ
に

つ
い
て
は
述
べ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
仙
覚
は
、
第
二
次
校
訂
本

の
文
永
本
で
、
題
詞
を
歌
よ
り
高
く
仕
立
て
る
形
に
変
更
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

文
永
本
諸
本
（
文
永
三
年
本
も
文
永
十
年
本
も
）
は
基
本
的
に
題
詞
が
高
い
。
と
こ

ろ
が
、
活
字
付
訓
本
、
寛
永
版
本
な
ど
の
版
本
類
は
、
前
身
の
活
字
無
訓
本
（
題
詞

の
低
い
寛
元
本
を
元
本
に
し
て
い
る
）
の
影
響
ゆ
え
か
、
題
詞
が
歌
よ
り
低
く
な
っ

て
い
る
（
注
４
）。

　

桂
様
切
を
作
る
際
、
作
成
者
が
見
て
い
た
仙
覚
校
訂
本
は
、
題
詞
が
歌
よ
り
低
い

版
本
類
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
桂
様
切
を
題
詞
の
低
い
形
に
つ

く
り
あ
げ
る
こ
と
に
影
響
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
叙
述
で
、
桂
様
切
の
制
作
者
が
、
仙
覚
校
訂
本
の
中
で
も
「
版
本
類
」

に
よ
っ
て
い
た
と
再
三
述
べ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
持
っ
て
回
っ
た
言
い
方
に
は
理

由
が
あ
る
。『
校
本
万
葉
集
』（
首
巻
）
以
来
、
活
字
付
訓
本
と
寛
永
版
本
は
、
古
活

字
本
、
製
版
本
の
違
い
は
あ
れ
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
き
た
。
ま

た
、
活
字
付
訓
本
は
、
あ
ま
り
世
間
に
流
布
し
な
い
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

西
本
願
寺
本
（
石
川
武
美
記
念
図
書
館
蔵
）
文
永
三
年
本

寛
永
版
本
（
日
本
女
子
大
学
蔵
）
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し
た
が
っ
て
、
こ
の
両
者
に
近
い
本
文
・
訓
が
あ
る
場
合
、
ま
ず
は
広
く
流
布
し
て

い
た
寛
永
版
本
に
よ
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
一
般
的
な
判
断
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

近
年
、
江
戸
期
に
調
度
品
と
し
て
複
数
作
ら
れ
て
い
た
万
葉
集
の
平
仮
名
傍
訓
本
は
、

伝
本
に
よ
っ
て
、
活
字
付
訓
本
に
よ
る
本
、
寛
永
版
本
に
よ
る
本
両
様
が
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
（
田
中
大
士
「
新
た
な
万
葉
集
伝
本
群
の
発
見
│
万
葉
集

平
仮
名
傍
訓
本
│
」
万
葉
古
代
学
研
究
年
報
第
一
七
号　

平
成
三
一
年
三
月
）。
ほ

と
ん
ど
流
布
し
て
い
な
い
と
さ
れ
て
き
た
活
字
付
訓
本
の
享
受
の
実
際
の
事
例
が
見

出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
桂
様
切
の
場
合
も
、
ど
ち
ら
に
よ
っ
て
い
る
か
を

明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
活
字
付
訓
本
と
寛
永
版
本
と
の
本
文
・

訓
の
差
異
は
微
少
で
あ
る
。
桂
様
切
の
現
存
す
る
範
囲
内
で
の
両
者
の
異
同
は
、
次

の
二
カ
所
に
過
ぎ
な
い
（
い
ず
れ
も
⑪
の
断
簡
所
収
部
分
）。

　
　

一
四
四
六
第
一
句
「
は
る
の
ヽ
に
」　　

附
「
ハ
ル
ノ
ヽ
ニ
」　

寛
「
ハ
ル
ノ
ニ
」

　
　

�

一
四
四
七
第
四
句
「
こ
ゑ
な
つ
か
し
き
」
附
「
コ
ヱ
ナ
ツ
カ
シ
キ
」
寛
「
コ
エ

ナ
ツ
カ
シ
キ
」

　

前
者
は
、
あ
き
ら
か
に
活
字
付
訓
本
と
一
致
し
て
い
る
が
、
わ
ず
か
一
字
で
あ
る

し
、
後
者
は
、
仮
名
違
い
の
例
で
あ
る
。
も
う
少
し
明
確
な
事
例
が
出
現
し
て
か
ら

判
断
を
下
す
べ
き
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
仮
に
桂
様
切
の
本
文
・
訓
が
右
の
調
査

結
果
の
通
り
、
活
字
付
訓
本
に
近
い
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
行
け
ば
、
活
字
付
訓
本

の
享
受
と
い
う
点
で
、
さ
ら
に
展
望
が
開
け
て
行
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
桂
様
切
が
依
拠
し
た
仙
覚
校
訂
本
の
系
統
に
つ
い
て
は
ま
だ
不
明
な
点
が

多
い
が
、
少
な
く
と
も
、
寛
元
本
・
文
永
本
諸
本
で
は
な
く
、
版
本
類
に
よ
っ
て
い

た
可
能
性
が
よ
り
高
く
な
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。

〈
注
〉

１　

�『
校
本
万
葉
集
』（
諸
本
輯
影
）
は
、
正
編
・
増
補
が
昭
和
七
年
、
新
増
補
が
昭

和
五
四
年
、
新
増
補
・
追
補
が
平
成
六
年
。

２　

�

名
称
は
、『
校
本
万
葉
集
』
新
増
補
の
諸
本
解
説
に
よ
る
。『
古
筆
学
大
成
』
に

よ
れ
ば
、
昭
和
十
年
五
月
六
日
、
東
京
美
術
倶
楽
部
に
お
け
る
「
野
崎
・
木
村

両
家
品
入
れ
」
に
出
品
（
出
品
番
号
６
１
２
）
と
あ
る
。

３　

仙
覚
文
永
三
年
本
の
奥
書
該
当
部
分
は
次
の
通
り
。

　
　
　

�

次
に
歌
詞
高
下
の
不
同
と
は
、
光
明
峰
寺
入
道
前
摂
政
家
の
御
本
、
鎌
倉
右

大
臣
家
の
本
、
忠
兼
の
本
の
ご
と
き
は
、
歌
高
く
詞
下
る
。
先
度
の
愚
本
は

こ
れ
を
移
し
畢
ん
ぬ
。
法
性
寺
殿
御
自
筆
の
御
本
、
ま
た
こ
れ
に
同
じ
き
な

り
。
然
り
と
い
へ
ど
も
、
古
本
並
び
に
然
る
べ
き
本
々
、
多
く
以
て
、
端
作

の
詞
は
指
し
挙
げ
て
こ
れ
を
書
き
、
歌
は
引
き
下
げ
て
こ
れ
を
書
く
。
い
は

ゆ
る
松
殿
の
御
本
、
二
条
院
の
御
本
の
流
、
並
び
に
忠
定
卿
の
本
、
尚
書
禅

門
の
本
、
左
京
兆
の
本
皆
同
じ
。
道
風
行
成
等
の
手
跡
の
本
、
同
じ
く
以
て

詞
挙
が
り
歌
下
る
。
よ
り
て
去
今
両
年
二
箇
度
書
写
の
本
は
こ
れ
を
移
し
畢

ん
ぬ
。

　
　

�「
先
度
の
愚
本
」
は
、
寛
元
期
の
第
一
次
校
訂
本
、
い
わ
ゆ
る
寛
元
本
の
こ
と
。

「
去
今
両
年
二
箇
度
書
写
の
本
」
は
、
文
永
二
、三
年
の
本
を
指
す
。
ち
な
み
に
、

文
永
二
年
の
本
は
、
中
務
卿
親
王
（
宗
尊
親
王
）
に
献
上
さ
れ
た
と
す
る
が
、
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現
在
こ
の
系
統
の
伝
本
は
残
っ
て
い
な
い
。

４　

�
活
字
付
訓
本
の
前
身
で
あ
る
活
字
無
訓
本
は
、
寛
元
本
系
統
（
巻
四
か
ら
巻
六

ま
で
が
冷
泉
本
系
統
で
あ
る
細
井
本
と
同
系
統
）
の
林
羅
山
本
を
も
と
に
作
ら

れ
て
い
る
が
、
活
字
付
訓
本
は
、
そ
れ
に
文
永
十
年
本
（
寂
印
・
成
俊
本
系
統
）

の
大
矢
本
系
統
の
伝
本
の
内
容
を
取
り
込
み
な
が
ら
作
ら
れ
て
い
る
（『
校
本

万
葉
集
』
首
巻
）。
活
字
付
訓
本
の
巻
七
の
一
一
九
四
か
ら
一
一
二
二
ま
で
が
、

他
本
と
異
な
り
、
大
矢
本
系
統
と
だ
け
歌
順
が
一
致
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。

〈
付
記
〉

　

論
文
執
筆
に
当
た
り
、
桂
様
切
④
に
つ
い
て
は
林
原
美
術
館
に
、
⑨
に
つ
い
て
は

徳
植
俊
之
氏
に
、
画
像
掲
載
の
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
桂
本
万
葉
集
の
画
像

に
つ
い
て
は
宮
内
庁
に
、
西
本
願
寺
本
の
画
像
に
つ
い
て
は
石
川
武
美
記
念
図
書
館

に
、
寛
永
版
本
の
画
像
に
つ
い
て
は
日
本
女
子
大
学
日
本
文
学
科
に
掲
載
許
可
を
い

た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
Ｊ
Ｓ

Ｐ
Ｓ
の
科
学
研
究
補
助
金
の
助
成
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
万
葉
集
仙
覚
校
訂
本
の
総

合
的
研
究
」
課
題
番
号18H
00646

代
表
研
究
者
田
中
大
士
）、
国
文
学
研
究
資
料
館

古
典
籍
デ
ー
タ
駆
動
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
デ
ー
タ
駆
動
に
よ
る
課
題
解
決
型
人

文
学
の
創
成
」
準
備
研
究
、
実
践
女
子
大
学
私
立
大
学
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
「
源

氏
物
語
研
究
の
学
際
的
・
国
際
的
拠
点
形
成
」
に
基
づ
く
成
果
で
あ
る
。
記
し
て
感

謝
申
し
上
げ
る
。




